
334

森林総合研究所研究報告 第 13巻 4号 , 2014

Abstract
Meteorological observations have been carried out at Tohkamachi Experimental Station (37° 08’ N, 138° 46’ E), Niigata 

Prefecture, since 1918 in order to obtain data for use in disaster prevention and studies on earth science. Since 1939-40 winter 
season, snow pit observations have been carried out at about 10 days intervals. In this report, we present data such as daily 
weather, air temperature, precipitation, snowfall depth, snow depth, and snow–water equivalent, and snow pit observations 
during the recent five winter periods from 2009-10 to 2013-14.
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1.はじめに
マツ材線虫病は日本に分布していなかったマツノザイ
センチュウ (Bursaphelenchus xylophilus (Steiner et Buhrer) 
Nickle) が、マツノマダラカミキリ (Monochamus alternatus 
Hope) によって伝搬され （森本・岩崎 1972）、アカマツ 
(Pinus densiflora Sieb. et Zucc.) やクロマツ (P. thunbergii 
Parl.) 等の感受性マツ類の萎凋枯死を引き起こす （清原・
徳重 1971）。本病はマツノザイセンチュウを付随したマ
ツノマダラカミキリの分布拡大に伴って西日本から東日
本へと被害分布が拡大した （小林 1976）。東北地方にお
けるマツ材線虫病は、1975年に宮城県石巻市で確認さ
れ （早坂ら 1976）、以来本病の被害は東北地方を北上し
ながら継続して認められる （東北林業試験研究機関連絡
協議会森林保全部会 2008）。
東北林業試験研究機関連絡協議会森林保全部会 （旧保
護専門部会） では、東北地方でのマツ枯れ被害発生以来、
マツ材線虫病とマツノマダラカミキリの分布について東
北 6県の詳細な情報を集めており、福島県、宮城県、山
形県、岩手県、秋田県、および青森県の担当者により、
マツ材線虫病とマツノマダラカミキリの毎年度の分布が
森林保全部会に報告され、これら 6県の資料を東北全体
の分布図として森林総合研究所東北支所生物被害研究グ
ループ （旧樹病研究室） で作成し、毎年の森林保全部会
での情報交換資料に用いられてきている。この分布図
の一部は公表され （東北林業試験研究機関連絡協議会保
護専門部会 1984, 1986）、さらに前報で凡例を統一して

1980年度から 2006年度分まで公表されている （東北林
業試験研究機関連絡協議会森林保全部会 2008）。この資
料は日本における本病の分布北限の拡大過程を把握する
ための参考になると考えられ、継続して分布図を公表す
る必要がある。本稿では前報に引き続き、2007年度か
ら 2011年度の 5年間の東北地方におけるマツ材線虫病
とマツノマダラカミキリの分布の変遷を、森林保全部会
の資料を元に作成し報告する。

2. 集計方法
2.1 調査担当者
この分布図は、東北 6県の森林・林業試験研究機関に
おいて、2007年から 2011年の間に主に保護部門の研究
担当者によって行われた調査結果を基に作成した。以下
に南に位置する県から順に担当者を列記する。福島県 : 
在原登志男 （元福島県林業研究センター）、蛭田利秀
 （福島県林業研究センター）、宮城県 : 水戸辺栄三郎 （元
宮城県大河原地方振興事務所林業振興部）、佐々木智恵 
（宮城県林業技術総合センター）、水田展洋 （宮城県大河
原地方振興事務所林業振興部）、山形県 : 斉藤正一 （山形
県森林研究研修センター）、 岩手県 : 小澤洋一 （岩手県森
林整備課）、秋田県 : 長岐昭彦 （秋田県農林水産技術セ
ンター森林技術センター）、青森県 : 今　純一 （元青森県
農林総合研究センター林業研究所）、矢本智之 （青森県
三八地域県民局）、木村公樹 （青森県農林総合研究セン
ター林業研究所）。

要 旨
　日本におけるマツ材線虫病の分布北限地帯である東北地方で、マツ材線虫病の分布拡大過程を明
らかにするために、マツ材線虫病によるアカマツおよびクロマツの枯死木と、マツノザイセンチュ
ウの媒介昆虫であるマツノマダラカミキリの分布を、1980 年から 2006 年に引き続き、2007 年から
2011 年の分布図としてとりまとめた。分布図は、福島県、宮城県、山形県、岩手県、秋田県、およ
び青森県が市町村単位にマツ材線虫病の発生とマツノマダラカミキリの捕獲頭数を調査した結果を
とりまとめた、東北林業試験研究機関連絡協議会森林保全部会の内部資料図である東北地方におけ
るマツノザイセンチュウおよびマツノマダラカミキリの年度毎の分布図を基に作成した。マツ材線
虫病による枯死木の分布は、日本海側では未被害地域であった青森県へと分布北限を拡大し、太平
洋側では岩手県内陸の盛岡市まで分布北限を拡大した。

キーワード：マツ材線虫病、マツノザイセンチュウ、マツノマダラカミキリ、分布北限、モニタリ
ング

東北地方におけるマツ材線虫病とマツノマダラカミキリの分布変遷
－ 2007 年度～ 2011 年度の分布変遷－

東北林業試験研究機関連絡協議会森林保全部会 1)*
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2.2 調査方法
マツ材線虫病とマツノマダラカミキリの分布調査は、
東北林業試験研究機関連絡協議会保護専門部会 (1984, 
1986)、および東北林業試験研究機関連絡協議会森林保
全部会 (2008)において報告されている調査方法を継続
して、同様の方法で行った。すなわち、マツ材線虫病の
被害木分布は、アカマツとクロマツの区別をせずにマツ
材線虫病による枯死木本数で、市町村毎に被害本数 1～
10本、11～ 100本、および 101本以上の３段階に分け
て記録した。このうち枯死本数の少ない場合は、線虫の
分離が確認されているものを用いた。マツノマダラカミ
キリの分布は、トラップや被害木調査等により確認され
たマツノマダラカミキリ頭数を元に、市町村毎におおむ
ね低密度と高密度の２段階として作図した。年度の区切
りは、4月から翌年 3月となっている。

2.3 調査結果のとりまとめ
東北 6県の分布調査結果は、毎年度毎に森林総合研究
所東北支所生物被害研究グループ （旧樹病研究室） にお
いて東北地方全体図にまとめられ、東北林業試験研究機
関連絡協議会森林保全部会の「東北地方におけるマツノ
ザイセンチュウおよびマツノマダラカミキリの分布図」
として用いられている。本報告では森林保全部会の配付
資料の分布図を元データとして、2007年度から 2011年
度のマツ材線虫病被害とマツノマダラカミキリの分布変
遷図としてとりまとめた。各点のカテゴリーは、市町村
毎に、分布初確認、前年から継続して分布確認、および
以前に分布が確認されたが当年度未確認、の３カテゴリ
ーに色分けし、被害本数とマツノマダラカミキリ密度を
点の大きさで分けて示した。なお、市町村合併により既
存の複数市町村毎の被害データが一つにまとめられてい
る年度がある。一方、合併後も元の市町村別に詳しくデ
ータがある場合は、旧市町村界を破線とする等により、
可能な限り詳細に記述した。また、2011年 3月 11日の
東日本大震災に伴う原子力発電所事故による立ち入り制
限のため、詳細な調査ができなかった福島県の一部の市
町村については、福島県担当者が立ち入った際の目視に
より被害量と密度を推定し、分布図に示した。なお、分
布変遷図のとりまとめは、森林総合研究所東北支所の市
原　優 （現関西支所） と相川拓也が担当し、非常勤職員
の田山孝子の補助を得て作成した。

3. 結果
3.1 マツ材線虫病による枯死木とマツノマダラカミキリ
の分布拡大

2007年度から 2011年度の東北地方におけるマツ材線
虫病による被害木の年度毎の分布と (Fig. 1)、マツノマ
ダラカミキリの年度毎の分布を示す (Fig. 2)。未被害県
であった青森県では、2008年に津軽半島の陸奥湾側外
ヶ浜町で、被害地域から持ち込まれたクロマツ植栽木

が枯死し、さらに翌 2009年度 （2010年 1月） に隣接す
る蓬田村でクロマツが自然感染により枯死した （木村
ら 2011）。日本海側の地域では秋田県の青森県境にある
八峰町まで被害が発生しており、青森県側の深浦町で
はマツノマダラカミキリが確認されていたが、2011年
にクロマツ被害木が発生した （青森県農林水産部林政課 
2014）。また被害木は発生しなかったものの、弘前市や
野辺地町でマツノマダラカミキリが捕獲された。
また、太平洋側地域では、岩手県内陸の北上川沿いで

2009年に盛岡市まで被害が北上し、また北上山系の遠
野市にも侵入し、主に北上川東側で枯死被害が拡大し続
けいている。岩手県の太平洋沿岸地域では、大船渡市の
旧三陸町の北側に隣接する釜石市で、2010年に被害木
が発見された。一方、2011年の東日本大震災に伴う津
波により、海岸マツ林が被害を受け、倒伏や塩害、山火
事による枯死木の発生により、本病の被害把握が困難に
なった。

4. 考察
青森県西部の秋田県との県境に近い日本海沿岸地域で
はマツノマダラカミキリは捕獲されていなかったが、被
害発生地が近づくにつれてマツノマダラカミキリがトラ
ップにより頻繁に捕獲されるようになり （東北林業試験
研究機関連絡協議会森林保全部会 2008）、2011年に被害
木が発生した。この被害は、これまで日本海側を北上し
てきた被害が拡大したものと思われる。一方、青森県津
軽半島の陸奥湾側の蓬田村で発生した自然感染被害は、
マツノマダラカミキリの人為的持ち込みによる可能性が
指摘されており （木村ら 2011）、この被害発生後周辺で
の被害拡大が危惧され数年にわたり精査されたが、新た
な被害は発生せずに終息している。
岩手県内陸では本病が盛岡市や遠野市まで拡大した。
この地域はアカマツ林が多く、特に盛岡市の南隣の紫波
町では北上川沿いで壊滅的被害が発生している。東北地
方における本病の被害分布は温度依存的に拡大限界域ま
で拡大していく可能性が示されているが （五十嵐 2007, 
小林 1988, 庄司ら 1980）、現在はまだその限界域には達
していないと考えられ、今後も被害の分布拡大を監視す
る必要がある。
東北地方の寒冷地では様々な時期に枯死が発生する
ことが明らかにされてきており （市原ら 2006a, b, 陳野ら 
1987）、これに伴って本病の伝染環が複雑になっている
と思われる。また、微害林における枯損木の見落としや、
雪害木などの枯死木が感染源になることも指摘されてい
る （在原・橘内 1995, 佐藤ら 1988a）。このような枯死形
態に対応した防除方法として、マツノマダラカミキリの
産卵対象木が限定的になっている （中村ら 2010, Ohta et 
al. 2012） ことを利用し、産卵された夏期の枯死木のみを
駆除対象にして省力化を図る秋田方式や （星崎ら 2005, 
小林 2004）、潜在感染木やマツノマダラカミキリ産卵対
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軽半島の陸奥湾側の蓬田村で発生した自然感染被害は、
マツノマダラカミキリの人為的持ち込みによる可能性が
指摘されており （木村ら 2011）、この被害発生後周辺で
の被害拡大が危惧され数年にわたり精査されたが、新た
な被害は発生せずに終息している。
岩手県内陸では本病が盛岡市や遠野市まで拡大した。
この地域はアカマツ林が多く、特に盛岡市の南隣の紫波
町では北上川沿いで壊滅的被害が発生している。東北地
方における本病の被害分布は温度依存的に拡大限界域ま
で拡大していく可能性が示されているが （五十嵐 2007, 
小林 1988, 庄司ら 1980）、現在はまだその限界域には達
していないと考えられ、今後も被害の分布拡大を監視す
る必要がある。
東北地方の寒冷地では様々な時期に枯死が発生する
ことが明らかにされてきており （市原ら 2006a, b, 陳野ら 
1987）、これに伴って本病の伝染環が複雑になっている
と思われる。また、微害林における枯損木の見落としや、
雪害木などの枯死木が感染源になることも指摘されてい
る （在原・橘内 1995, 佐藤ら 1988a）。このような枯死形
態に対応した防除方法として、マツノマダラカミキリの
産卵対象木が限定的になっている （中村ら 2010, Ohta et 
al. 2012） ことを利用し、産卵された夏期の枯死木のみを
駆除対象にして省力化を図る秋田方式や （星崎ら 2005, 
小林 2004）、潜在感染木やマツノマダラカミキリ産卵対
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－はしごによる樹幹調査の有効性と限界－ . 東北森
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Ohta, K., Hoshizaki, K., Nakamura, K., Nagaki, A., Ozawa, Y., 

象木を除去する「山そうじ」 （藤岡 1987, 佐藤ら 1988b） 
等が考案されている。また、散在する枯死木に林内の作
業者がたどり着くのは困難なため、航空写真により枯死
木を判別し、作業者を GPSで枯死木へと誘導するシス
テムが考案されている （竹花ら 2008） 。
一方、寒冷地のマツ枯れ被害地では、一般的に枯死木
中のマツノザイセンチュウの密度が低く分離されにく
いこと （作山・小林 1988）、他の昆虫に付随すると考え
られている別の Bursaphelenchus属線虫が比較的頻繁に
分離されること （藤岡・宮野 1987, 作山・佐藤 1979） が
感染木を特定するための障害となっている。このよう
な枯死木がマツ材線虫病に感染していたかどうかを診
断するため、マツ材線虫病診断キットが開発され （相川
ら 2010）、簡易で迅速な診断が可能になっている。特に、
被害先端地域では感染が疑われる枯死木がマツ材線虫病
であるかを診断する必要があり、この診断キットが感染
木を特定する手法として有用と考えられる。

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災に伴う津波
被害によって、海岸マツ林は甚大な被害を被った。幹
折れや根返り、海水による塩害のために （中村ら 2012）、
大量の枯損木が発生し、本病の伝染源になることが危惧
された。実際に、津波被害による枯死木から線虫を付随
したマツノマダラカミキリが脱出することが確認され 
（相川ら 2013）、伝染源防除が必要とされている。また、
震災に伴う原子力発電所事故による立ち入り制限区域で
は、マツ材線虫病のモニタリングの実施が困難となって
いる。被害地の拡大や震災により東北地方のマツ枯れ防
除は困難な状況にあるが、防除対象の現状を正確に把握
することが防除の第一歩であることから、今後もモニタ
リングを継続し本病の拡大を監視する必要がある。
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Abstract
To clarify the spread of pine wilt disease to undamaged parts of the Tohoku region of northern Japan, researchers 

surveyed the distributions of dead Pinus thunbergii and P. densiflora trees killed by the pinewood nematode 
Bursaphelenchus xylophilus and the vector beetle Monochamus alternatus. The surveys were continued every year 
between 2007 and 2011 after the previous 26 years in 6 prefectures of the Tohoku region̶Fukushima, Miyagi, 
Yamagata, Iwate, Akita, and Aomori. These data were combined to yield the annual figures for the Tohoku region. 
The distributions of pine wilt disease had extended to the undamaged Aomori prefecture during the surveyed period. 
The disease extended to the south west parts of Aomori prefecture bordering the Sea of Japan and to Morioka city, the 
middle of Iwate prefecture on the Pacific shore. 

Key words : pine wilt disease, Bursaphelenchus xylophilus, Monochamus alternatus, northern limit, monitoring

Changes in the distributions of pine wilt disease and the vector 
beetle Monochamus alternatus in the Tohoku region of 

northern Japan between 2007 and 2011
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